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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボールまたは打撃対象と打撃用具を用いて遊戯するスポーツのためのトレーニング装置
であって、腕時計状ケーシング中の、プログラミングできるマイクロコンピュータおよび
音響装置、および少なくとも１つのインプット装置を包含し、インプット装置の少なくと
も一部がマイクロコンピュータのプログラムの進行開始のために運動者の指に被せること
ができるキャップの中に押しボタンによって形成されており、その際にマイクロコンピュ
ータが、スポーツ特有の運動経過を前もって定める音響信号を音響アウトプット装置を介
してアウトプットするために、およびこの信号を長さ、間隔および質において変化させる
ために、インプット装置を介して制御できるトレーニング装置において、
音響装置が少なくとも同じ長さの２種類の異なる言葉をこの間に短い中断を伴って発生さ
せるための音声発生装置を擁し、これによってバックスイング、打ち降ろしスイング、お
よびこの間の方向転換のための中断の長さが定義されること、マイクロコンピュータのプ
ログラムの実行を作動させるための前記押しボタンが送信機を装備しておりそしてマイク
ロコンピュータを包含するケーシング中にまたはこれに接して受信機が存在しそしてマイ
クロコンピュータに接続されていることを特徴とするトレーニング装置。
【請求項２】
　音響アウトプット装置がヘッドホーンまたはイヤホーンであることを特徴とする請求項
１に記載のトレーニング装置
【請求項３】
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　言葉の長さが同じである請求項１または2に記載の装置。
【請求項４】
　ヘッドホーンまたはイヤホーンが受信機を装備しておりそして相応する送信機がケーシ
ング中にまたはこれに接して装備されている請求項２または３に記載の装置。
【請求項５】
　ケーシングに接して運動進行のための少なくとも１つの光学表示装置を装備しそして相
応する表示作動装置を介してマイクロコンピュータに接続されている請求項１～４のいず
れか一つに記載の装置。
【請求項６】
　別の遊戯パラメータのための他の光学表示手段も装備されている請求項５に記載の装置
。
【請求項７】
　ケーシング中にまたはこれに接して傾斜センサー、加速センサーまたは遠心力センサー
を装備し、マイクロコンピュータに接続されており、該マイクロコンピュータにはこれら
センサーのデータから種々のスポーツ特有の値を計算しそしてアウトプット装置あるいは
表示装置がこの値を音響的および／または光学的にアウトプットするために制御できるプ
ログラムが入っている請求項１～６のいずれか一つに記載の装置。
【請求項８】
　インプット装置の一部を装備する、指に被せるキャップが手袋の一部である請求項１～
７のいずれか一つに記載の装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一つに記載の装置を包含する、ボールまたは打撃対象と打撃用
具を用いて遊戯する種類のスポーツのためのトレーニングシステムにおいて、運動者の衣
服への装着手段によって装着することができる棒状アンテナを備えた第一の送信機、およ
び第一の送信機の信号を受信するためのおよびトレーニング装置のマイクロコンピュータ
に転送するための第二の、第一の送信機から離れた受信機／送信機を装備し、その際にマ
イクロコンピュータがプログラムを有しており、送信機と受信機／送信機との間の信号の
強度からこの送信機とこの受信機／送信機の相互の相対的な矯正値を計算しそしてこの値
を音響的および／または光学的にアウトプットするためのアウトプット装置あるいは表示
装置を制御することを特徴とする、上記システム。
【請求項１０】
　第一の送信機がバッテリーで作動することを特徴とする請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　運搬可能な外部の、ただし少なくとも一時的に固定した、スポーツバッグに接してまた
はその中にある受信機／送信機を特徴とする請求項９または１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　装着手段によって運動者の衣服に装着できる第二の受信機／送信機を特徴とする請求項
９または１０に記載のシステム。
【請求項１３】
　請求項１～８のいずれか一つに記載の装置を包含する、ボールまたは打撃対象と打撃用
具を用いて遊戯する種類のスポーツのためのトレーニングシステムにおいて、慣性センサ
ー、およびそれに接続され、マイクロコンピュータに慣性センサーの値を送信するための
送信機を包含し、その際に慣性センサーが運動者の衣服への装着手段によって装着するこ
とができそしてマイクロコンピュータにプログラムが入っており、慣性センサーの信号の
変化からその状態変化を計算しそしてアウトプット装置あるいは表示装置をこの値を音響
的におよび／または光学的にアウトプットするために制御することを特徴とする、上記シ
ステム。
【請求項１４】
　送信機が、バッテリーで作動することを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、腕時計状ケーシング中の、プログラミングできるマイクロコンピュータおよび
音響装置、および少なくとも１つのインプット装置を包含し、少なくとも一部がマイクロ
コンピュータのプログラムの進行開始のために運動者の指に被せるキャップ中に押しボタ
ンによって形成されており、その際にマイクロコンピュータがスポーツ特有の運動経過を
プリセットする音響信号を音響アウトプット装置、好ましくはヘッドホーンまたはイヤホ
ーンを介してアウトプットするためにおよびこの信号を継続的に、間隔を置いておよび質
的に変化させるためにインプット装置を介して制御できる、ボールまたはその類似物とラ
ケットまたはその類似物を用いて遊戯するスポーツのためのトレーニング装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えばゴルフスポーツの場合に補助して最適な成果を達成する音響信号を発生するトレー
ニングシステムは米国特許（Ａ）第３，８０８，８０７号明細書から公知である。この場
合には音響信号は振動数、強度および時間に関連しての筋肉の緊張および運動に同調して
変化する。利用者は“理想的動き”のための信号をプログラム化して入れておき、そして
スポーツを行なう間に実施する運動のための基準とする。この場合、実地のためにおよび
規則通りに利用することに、筋肉の緊張および運動を測定する装置全体のために多大な費
用が掛かる。運動者の色々な肢体の動きのために色々な質および時間の音響信号が準備さ
れているヨーロッパ特許（Ｂ１）第５８７，６２２号明細書のスポーツトレーニング装置
についても同様なことが言える。この場合には、運動者が多くの種々の音響信号を感知し
そして肢体および肢体の運動をこれに結びつけなければならず、このことは集中すること
を非常に困難にする。その上、この装置は非常に扱い難くかつ複雑であり、このことがト
レーニングの間および／またはスポーツの実施をフィールドまたはゲレンデのあらゆる場
所、例えばゴルフ場で規定通りに利用することを実地においては殆ど不可能にしている。
国際特許出願（Ａ）第９２／１２７６８号明細書のゴルフの特別なトレーニング装置は、
装備の沢山の色々な部分、およびゴルフスイングの間の沢山の色々な変化に反応しそして
ラジオ放送するヘッドホーンを介してアウトプットされる音響信号の変化によって所定の
値からのずれを感知させるゴルフ運動者に携帯されるセンサーに比較的に多大な費用が掛
かる。チェックされるこれらの沢山のパラメータも、多大な装置的費用の他に運動者に過
大な要求を求めかつ運動者の気を散らせるので、この装置も実施においては限定的にしか
使用できない。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
それゆえに本発明の課題は、耐久性があり実地において使用に適し、小さく軽量の比較的
簡単でかつ煩雑なく使用できそしてスポーツを実施するのを補助するトレーニング装置で
ある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
この課題は、本発明に従って、音響装置が少なくとも２種類の異なる言葉を発生させるた
めの音声発生装置を擁し、マイクロコンピュータのプログラムの実行を作動させるための
押しボタンに送信機が装備されておりそしてマイクロコンピュータを包含するケーシング
中にまたはこれに接して受信機が存在しそしてこれがマイクロコンピュータに接続されて
いることによって解決される。この場合これらの言葉は非個性的でそしてしばしば気分転
換させる音響信号の存在下に集中および精神的準備をする際に最適な運動、例えば最適な
ゴルフスイングを助ける。更に腕時計の様に携帯できる装置として形成することによって
もスポーツを実施する際に、妨害的作用が殆どなくそして該装置をあらゆるトレーニング
の際におよびあらゆる場所またはスポーツ用ゲレンデに多大な負荷なしに携帯しそして利
用できることを保証する。指に直接的に保持されるスイッチを介して簡単に操作できうる
ことで気を散らすことなく、かつ運動者が行なおうとする運動、例えばゴルフスイングに
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集中することを許容し、他方コンピュータの最初の開始信号の伝達がラジオによって妨害
されるかまたは該運動によって容易に損傷し得るケーブル連結を避けることができる。
【０００５】
ゴルフボールを打つための身構えおよび振り抜きのためのバックスイングを長い間変えな
いままにするべきことはゴルフのために特別に見つけ出されており、そうするためい、２
つの異なる言葉によって特に簡単でかつただちに習得できるやり方でこれらの両方のスイ
ング運動のための実質的に同じ期間にゴルフ運動者に、肢体とその運動との手間も掛かる
関連付けを学習する必要なしに、最適な運動を予め提供できる。
【０００６】
ヘッドホーンまたはイヤホーンの形の音響アウトプット装置は受信機を備えており、相応
する送信機はケーシング中にまたはこれに接して存在しているのが好ましい。従ってケー
ブル損傷による集中妨害の回避が保証されそして該装置に損傷を与える危険が最小限とな
る。
【０００７】
集中および最適な運動の準備を更に容易にするために、ケーシングに少なくとも１つの光
学的表示装置を運動経過の為に準備しそして相応する表示駆動装置を介してマイクロコン
ピュータに接続するのも有利であり得る。特に個々の運動、例えばゴルフスイングの前に
特に調子を合わせる場合に、追加的な光学的表示、および大抵の光学的に刺激を受けた人
間にとって有利な条件は良好な調整および集中の補助手段である。
【０００８】
勿論、他の遊戯パラメータ、例えば遊戯時間が考慮される場合には、重要な他のデータも
運動者は有利に使用することができる。遊戯持続時間あるいは手により操作すべき遊戯状
況記録機、ストップウオッチおよび／または慣用の時計も考慮することができる。
【０００９】
特に有利な方法では、本発明の他の構成要件に従って、ケーシング中にまたはこれに接し
て傾斜－、加速－または遠心力センサーを装備し、コンピュータに接続し、該コンピュー
タはセンサーのデータから種々のスポーツ特有の値を計算しそしてこの値を音響的および
／または光学的にアウトプットするためにアウトプット－あるいは表示装置を制御する。
この様な追加的な測定装置はマイクロコンピュータによって運動者にとって重要な他のデ
ータの計算を可能とし、これが、行なわれる運動、例えば実施されるゴルフスイングを計
画し、調整しそしてまた評価するために価値あるこれらの補助を与え得る。例えばスイン
グの前に運動者の手の中のゴルフクラブの傾斜によって置かれたゴルフボールに対する正
しい位置からのずれを表示することができる。スイングの間の傾斜測定器の値を一緒に追
跡することによって（クラブの長さのプリセットされたまたは推定された値に対して）ク
ラブのトップスピードの算出を行いそしてその値を表示することができる。この場合には
例えばスイング長さおよび／または－速度を個々のスイングの後でもコントロールするた
めに光学的表示で示すのが有利であるが、予め設定された理想値および／またはそれの総
量からもしかするとあるずれもその表示に示してもよい。
【００１０】
いずれにしてもしばしば存在する運動者の装備部品中の特に有利でかつ目立たない装着品
は、指に被せることのできるキャップが手袋のインプット装置の一部、例えば手袋の指で
ある場合である。特にゴルフの手袋は、インプット装置を装着するのに理想的と考えられ
る殆ど常備の装備である。
【００１１】
別の重要な運動の進行は例えばゴルフの場合にゴルフスイングの前または間の、上体の回
転である。これは、先行する中断の一つに従う装置を包含し、そして運動者の衣服への装
着手段によって装着することができる棒状アンテナを備えた第一の、好ましくはバッテリ
ーで作動する送信機、および第一の送信機の信号を受信するためのおよびトレーニング装
置のマイクロコンピュータに転送するための第二の、第一の送信機から離れた受信機／送
信機を装備し、その際にマイクロコンピュータがプログラムを有しており、送信機と受信
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機／送信機との間の信号の強度からこれら両方の部分相互の相対的な矯正値を計算しそし
てこの値を音響的および／または光学的にアウトプットするためのアウトプット－あるい
は表示装置を制御できる。棒状アンテナおよび外部の受信機の相対的な矯正（位置合わせ
）から、信号強度を変えることで運動者の上体の捩じれを確かめそして適当な捩じれを遵
守していることをチェックしあるいはそれからのずれを音響的におよび／または光学的に
表示することができる。他の種類のスポーツの場合にもこの種のシステムを用いて体の部
分の必要なまたは有利な（いずれの場合にも望ましくはない）互いの相対的な捩じれを確
かめそして表示することができる。
【００１２】
第二の受信機／送信機はこの場合には、第一の実施態様によれは運搬可能な外部の、ただ
し少なくとも一時的に固定した部材である。これは例えばスポーツバッグにまたはその中
に装着することによって実現することができる。従って運動者にまたはその衣服に装着し
た部材は運動者に僅かな負担しか負わせず、運動を行なっている間に負傷する危険も僅か
であり得る。
【００１３】
別の実施態様によれば、第二の受信機／送信機を装着手段またはその類似手段によって運
動者の衣服に装着できる。例えばシューズに取り付けることも考えられる。その結果とし
て、ぼんやりした状態の時でも棒状アンテナを付けた体の捩じれを脚との関係で確かめる
ことができる。
【００１４】
トレーニングシステムの他の実施態様によれば、慣性センサーおよびそれに連結された好
ましくはバッテリーで作動する送信機が、マイクロコンピュータの慣性センサーの値を送
信するために装備され、その際に慣性センサーを運動者の衣服への装着手段によって装着
することができそしてマイクロコンピュータが、慣性センサーの信号の変化からその状態
変化を計算しそしてアウトプット－あるいは表示装置を、この値を音響的および／または
光学的アウトプットするために制御することを特徴としている。従って外部の受信機およ
び／または－センサーを完全に省くことができそして運動者はできるだけ大きな自由な運
動も、ならびに外部の受信機および／または－センサーの装着状態の点検または付け替え
に全く気を取られることなく運動を行なうことができる。
【００１５】
以下に本発明の特に有利な実施例をゴルフの特別な実施形態において更に詳細に説明する
。
【００１６】
しかし勿論、ボールまたはその類似物をラケットまたはその類似物を用いて遊戯するあら
ゆるスポーツで、有利にはベースボール、テニス等の場合の運動経過を改善するためにも
使用できる。
【００１７】
ゴルフトレーニング装置は３つの部分よりなる基本的装備で構成されている。腕時計の形
状でほぼその大きさのケーシングにマイクロコンピュータ、音響信号のための発生装置、
特にボイスチップ(Sprachchip)および場合によっては、アナログおよび／またはデジタル
の表示分野の一種類のまたは複数種の慣用の光学的表示装置、場合によっては若干数の発
光ダイオードまたはその類似物によるものを装備している。この場合には特に時計および
／またはストップウオッチおよび／または競技状況、ラウンド数および打数カウンターが
用意される。更に、手首の所の慣用の時計の様な固定バンド等によって携帯されていても
よいケーシングには、受信機および送信機並びにプログラミングのためおよび／またはマ
イクロコンピュータに蓄積されたプログラムおよび特定のパラメータ、例えば特定のクラ
ブの種類またはいわゆる“スローヒッター(slow hitter)"または“スピドヒッター(fast 
hitter)"のためのスイング長さおよび－時間のための基準値を呼び出すための操作要素、
並びに表示すべきおよび／または蓄積すべき値、例えば遊戯状態をインプットするための
操作要素が集積されている。このものは、ケーシングの周囲の側部に配置されている押し
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ボタンおよび／または旋回摘まみの状態であるのが好ましい。ゴルフ以外のスポーツのた
めにも同様の実施態様（勿論、それらのスポーツ特有の表示を用いる）が使用できる。
【００１８】
受信機は、ゴルフ運動者の指に固定できる、キャップ上の送信機付き押しボタンである、
装置の第二の部分から、信号をスタートまたは特定の操作方式を調整するために受け入れ
られそしてこれがコンピュータに更に伝達される。この場合ボタンはゴルフ手袋中にまた
はそれに、好ましくは運動者の指の部分の末端で一体化されて、この場合キャップが手袋
のこの部分を形成していてもよい。この場合、ボタンが厳密に決められた場所に確実にか
つ良好に維持されることが有利である。発信機を作動させるエネルギーは小さなバッテリ
ーにより、マイクロコンピュータ、音響装置およびケーシング中の表示装置を作動させる
エネルギーもケーシング中の別のバッテリーからとる。同様に指に被せられたキャップに
設けられた押しボタンの配置は、打つ道具をつかむあらゆるスポーツの場合に考えられる
。
【００１９】
装置の第三の部分は、受信機、アンテナおよび別のバッテリーを装着した、ラジオを介し
て指針を決めることができるヘッドホーンまたはイヤホーンである。これによってゴルフ
運動者はボイスチップの音響信号を聞くことができる。ケーシング中に慣用のランドスピ
ーカーを考えることができるけれども、信号が外部装置によって余り妨害されないし、運
動者にとって明瞭に聴こえるしそして他の運動者の集中を妨害しないのでイヤホーンまた
はヘッドホーンを用いるのが有利である。
【００２０】
特にゴルフのために、実質的に同じ時間に短い中断を伴って二つの異なる言葉を発生する
ための音声発生機を設置する。この短い中断はバックスイングの時間、打ち降ろしスイン
グの時間およびそれらの間の方向改善の際の停止時間をプリセットしなければならない。
何故ならば反動を付けるためのバックスイングおよびゴルフボールを打つための振り降ろ
しスイングは同じ長さであるべきであることが判っているからである。発生されそしてゴ
ルフ運動者に聞かせる言葉を適切に選択することによってあらゆるタイプの遊戯のための
最適な動きを設定することができるだけでなく（このことが例えば瞬時の段階化された沢
山の選択可能な変化を実現し得る）、これらの言葉がその言葉の長さおよび意味によって
も集中する際および精神的準備の際に最適なゴルフスイングを助けることができる。最適
な表示による、例えば言葉の長さに相応する長さで輝く表示による光学的幇助によって、
言語信号に加えて、光学的に刺激を受けた殆どの人間にとって個々のスイングの前に追加
的な良好な調整の助けおよび集中の助けをもたらすことができる。スイングを行なった後
、光学的表示によってスイングの基準値とスイングの実際の時間との間の比較、また両方
の部分的動きに分けてた比較ができそして運動者によって利用され得る。しかし他の種類
のスポーツの場合にも、色々な広範なまたは指向される、同じ長さの時間であるべき動き
を有利にし、ここでもこれらの動きの順序を一様に実施するための精神的幇助を本発明の
装置によって有利にもたらす。
【００２１】
特に、ケーシングの中にまたはケーシングに接して傾斜センサーを組み入れ、マイクロコ
ンピュータと接続するのが有利である。この場合にはマイクロコンピュータはプログラム
も組み込まれており、これが該センサーをインプット装置の操作後にまたはプログラムの
進行に相応して沢山の時点に応答を求めそしてそれらのデータから１つ以上のゴルフ特有
のパラメータを算出し並びにアウトプット装置あるいは表示装置をこれらの値を音響的に
および／または光学的に表示するために制御する。例えば傾斜センサーは例えばスイング
の前にゴルフクラブの傾斜についての値もグリップを介して供給し、そのなかからクラブ
の予めプログラミングされた不動の長さまたはインプット装置を介してインプットできる
長さによって存在するゴルフボールまでの距離あるいは正しい距離からのずれを聞くこと
ができあるいは光学的に表示することができる。
【００２２】
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傾斜についての値が変化する時間が測定される場合には、傾斜測定機のこの値および経過
する時間に基づいてクラブヘッドの速度を確定することができる。この場合ふたたび平均
クラブ長さを予めプログラミングするかまたはクラブ長さをインプットすることができる
。場合によっては若干の所定の値から一つの値を選択することによるだけでもよい。スイ
ング距離も変化する傾斜値の時間に関して始めと終わりによって導き出すことができる。
クラブヘッドの速度に関する値は例えば加速センサーまたは遠心力センサーのデータをマ
イクロコンピュータのプログラムによって分析することによっても確定することができる
。
【００２３】
ゴルフスイングの場合の重要なパラメータはゴルフスイングの際の上体の捩じれである。
この捩じれは、棒状アンテナが取付られそしてゴルフ運動者の衣服に装着手段によって装
着することができる、バッテリーで作動される送信機を上記の構成要件の他に包含する拡
張されたゴルフトレーニングシステムで制御できる。この場合、上記装着は実質的に水平
でなければならず、かつ有利には運動者の肩と一直線上に装着するべきである。更に要求
次第で、ゴルフ遊戯者の送信機の信号を受信するスイッチを入れたり切ったりできる外部
の受信機／送信機が好ましくはゴルフバックにまたはその中に存在してもよい。この場合
、棒状アンテナおよび受信機の相対的位置次第で信号強度を変える。マイクロコンピュー
タは、その中に蓄積されたプログラムによって、例えばゴルフバッグ中の送信機から送信
される信号の強度からこれら両方の部分相互の相対的矯正値を算出しそしてアウトプット
装置あるいは表示装置が最適なまたは所定の値との一致またはそれからのずれを音響的に
および／または光学的に表示するために制御することができる。ゴルフ運動者は受信器／
送信機を相対的に常に同じ位置に配置することが重要である。
【００２４】
スポーツバッグまたはその類似物に付けた外部の受信器／送信器の代わりに別に携行する
対象物に取り付けてもよく、場合によってはこれらの外部の受信機／送信機を運動者の他
の体の部分、好ましくはまた運動者の衣服に取り付けることもできる。上体の正しい捩じ
れについての上記の例で説明した場合、第二の受信器／送信機を例えば運動者の肩の一方
にまたは両方の肩に取り付けてもよい。しかしながら、運動を行なう前のその空間的矯正
を参考値として蓄積しそしてその長さの変化をそれに接続した送信器を介してマイクロコ
ンピュータに送信する唯一の慣性センサーによって、例えばジャイロスコープでゴルフ運
動者の上述の上体の捩じれを証明することも考えられる。相対的捩じれを測定する他の可
能な方法は磁気または電気を専ら用いるかまたは偏光した波を用いるものである。
【００２５】
運動者の体の部分の所望の相対的な捩じれの代わりに、体の二つの部分が運動の間も互い
に所定の状態を保持するかどうかを勿論、監視することができる。このことは例えば、ゴ
ルフスイングの間に頭が静止したままであるべきゴルフスポーツにとって重要である。こ
の正しい頭の静止保持は例えばゴルフ帽子上の棒状アンテナまたはトレーニング装置自体
のあるいは在るイヤホーンあるいはヘッドホーンおよび運動者の頭または肩の所の第二の
受信機／送信機によっても監視することができる。運動者の帽子またはイヤホーンまたは
ヘッドホーンに取り付けられていてもよい唯一の慣性センサーによる監視も可能である。



(8) JP 4520048 B2 2010.8.4

10

フロントページの続き

    審査官  篠崎　正

(56)参考文献  特開平１０－２３００３６（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－０４３３４６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－２８５２４９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０４７５３５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A63B  69/36
              A63B  69/00
              A63B  71/06


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

